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９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

「
救
急
の
日
」

の
９
月
９
日
を

含

む

１

週

間
(

今
年
は
９
月

６
日（
日
）
か

ら

９

月

12

日

（
土
））
ま
で
は
厚
生
労
働
省
が
定
め

た
『
救
急
医
療
週
間
』
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
市
民
の
皆
様
へ
韮
崎

市
立
病
院
の
救
急
医
療
体
制
と
現
状

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

峡
北
地
区
（
旧
双
葉
町
を
含
む
）

の
救
急
医
療
体
制
は
、
韮
崎
市
立
病

院
、
韮
崎
相
互
病
院
、
北
杜
市
の
塩

川
病
院
、
甲
陽
病
院
の
４
病
院
に
よ

る
輪
番
制
に
よ
り
、
曜
日
毎
に
当
番

病
院
を
決
め
て
救
急
医
療
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
は
、
毎
週
木
曜
日
を

除
く
全
て
の
曜
日
が
割
り
当
て
ら
れ

て
い
ま
す
。（
木
曜
日
は
韮
崎
相
互
病

院
が
当
番
病
院
で
す
。）

　

市
立
病
院
も
他
の
公
立
病
院
同
様
、

医
師
・
看
護
師
（
以
下
「
医
療
ス
タ
ッ

フ
」
と
標
記
）
の
絶
対
数
の
不
足
は

深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
そ
の
中
で
の

週
６
日
の
救
急
業
務
は
人
員
確
保
が

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
や
む

を
得
ず
医
師
１
名
（
休
日
は
２
名
）・

看
護
師
１
名
の
必
要
最
小
限
の
人
員

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
時
間
外
や
休
日
・
夜

間
に
お
け
る
診
察
は
原
則
以
下
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。　

・
当
直
医
に
よ
る
診
察
と
応
急
処
置

　

の
み
。（
専
門
外
や
、
症
状
に
よ
っ

　

て
は
受
入
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。）

・
検
査
技
師
は
当
直
を
行
い
ま
せ
ん

　

の
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
や
血
液

　

検
査
は
行
え
ま
せ
ん
。

・
患
者
さ
ん
の
希
望
に
よ
る
医
師
の

　

呼
び
出
し
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

・
薬
は
救
急
室
の
常
備
薬
か
ら
の
処

　

方
と
な
り
、
通
常
の
診
療
の
出
来

　

る
日
ま
で
の
日
数
分
の
み
を
処
方

　

い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
ご
理
解
の
う
え
緊
急
性

の
あ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
電
話
に

て
受
診
可
能
か
ど
う
か
を
お
問
い
合

せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

救
急
医
療
は
崩
壊
の
危
機
！

　

慢
性
的
な
人
員
不
足
で
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
負
担
は
増
加
す
る
一
方
で

す
。
救
急
業
務
に
携
わ
る
医
療
ス
タ
ッ

フ
に
は
通
常
勤
務
に
引
き
続
き
当
直

業
務
を
行
い
、
さ
ら
に
翌
日
通
常
勤

務
を
行
う
と
い
う
過
重
労
働
を
強
い

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

過
重
労
働
か
ら
心
身
が
疲
弊
し
、

そ
の
こ
と
が
、
離
職
（
退
職
や
転
院
）

の
１
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
の
本
来
の
救
急
業
務
は

入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
重
症
の
患

者
さ
ん
の
医
療
を
確
保
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
「
平

日
休
め
な
い
」
や
「
日
中
は
用
事
が

あ
る
」「
夜
は
空
い
て
い
て
早
く
診

て
も
ら
え
る
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、

休
日
や
夜
間
の
救
急
診
療
に
緊
急
性

の
な
い
、
軽
症
患
者
さ
ん
が
訪
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
の
患

者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
は
病
院
が
い
つ
で
も
、

ど
ん
な
患
者
さ
ん
で
も
受
入
れ
る
の

は
当
然
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
少
な
い
人
員
で
過
重

労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
医
療
ス

タ
ッ
フ
か
ら
み
れ
ば
、
少
な
く
と
も

数
日
前
か
ら
症
状
が
あ
る
よ
う
な
患

者
さ
ん
は
、
正
規
の
診
療
時
間
内
に

受
診
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
の
は

無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
比
較
的
症
状
が
軽
い
場
合
に

は
、
ひ
と
ま
ず
様
子
を
見
て
い
た
だ

き
、
正
規
の
診
療
時
間
内
に
受
診
し

て
い
た
だ
く
な
ど
、
病
院
を
適
正
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
負
担
も
軽
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
外
や
休
日
の
受
診
は
、

通
常
の
診
療
費
以
外
に
費
用
が
加
算

さ
れ
、
医
療
費
の
増
大
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
救
急
車
の
安
易
な
利
用
が
、

生
死
に
か
か
わ
る
患
者
さ
ん
の
搬
送

を
妨
げ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
社
会
的

に
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
非
常
に

困
難
な
現
状
で
は
、
人
員
増
に
よ
る

労
働
環
境
の
改
善
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
少
し
で
も
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
負
担
・
疲
弊
を
軽
減
し
、
離
職
防

止
に
努
め
る
こ
と
が
、
現
状
の
病
院

機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
最
善
の
方

策
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
病
院
を
適
正

に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
立
病
院
事
務
局
総
務
担
当

　

☎
２
２
ー
１
２
２
１

　

２
２
ー
９
７
３
１

韮崎市立病院では、
１０月から土曜日の外来診療
を休診とします。 
市民の皆さまの
ご理解とご協力を
お願いします。

コンビニ受診はやめましょう
みんなに迷惑な

※救急医療は、今までどおり行います。
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Q　　これまで公的年金所得に対する市県民税につい
て、給与から天引きしていましたが、今後も同様に
できますか？

A　　公的年金所得に対する個人市県民税は、老齢等年金
給付からの引き落としとなりますので、給与からの引き

落としはできなくなります。

※６５歳未満の公的年金所得者の年金分の税額についても、

　今年度から給与から天引きできなくなり、納付書によ

　り納めていただくこととなっています。

　 

－ 疑問に
    お答えします －

　

地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、

市
県
民
税
が
公
的
年
金
か
ら
引
き
落

と
し
さ
れ
る
特
別
徴
収
制
度
が
10
月

の
公
的
年
金
の
支
給
分
か
ら
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
受
給
者
が
納
め

る
べ
き
市
県
民
税
を
社
会
保
険
庁
な

ど
の
「
年
金
保
険
者
」
が
市
へ
直
接

納
め
、
受
給
者
に
は
、
年
金
か
ら
市

県
民
税
を
差
し
引
い
た
差
額
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
は
、
市
県
民
税

の
納
付
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
り
新
た
な
税
負
担
は

生
じ
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
方

〈
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
〉

・
年
齢
が
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受

　

給
者
で
、
市
県
民
税
の
納
税
義
務

　

の
あ
る
方
で
、
か
つ

・
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年

　

金
ま
た
は
老
齢
年
金
、
退
職
年
金

　

等
を
受
給
し
て
い
る
方
（
介
護
保

　

険
料
の
特
別
徴
収
と
同
様
）

■
対
象
と
な
る
税
額

　

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、
企
業
年

金
な
ど
を
含
む
全
て
の
公
的

年
金
に
対
す
る
所
得
額
に
応

じ
た
税
額
が
引
き
落
と
し
の

対
象
と
な
り
、
税
額
は
老
齢

基
礎
年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
、

退
職
年
金
な
ど
の
支
給
分
か

ら
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

■
開
始
と
な
る
時
期

　
　

10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
開
始

　

さ
れ
ま
す
。

　
　

初
年
度
で
あ
る
今
年
度
の
税
額

　

の
半
分
（
１
期
・
２
期
分
）
に
つ

　

い
て
は
、
７
月
及
び
８
月
に
普
通

　

徴
収
（
納
税
通
知
書
に
よ
り
支
払

　

う
方
法
）
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ

　

い
て
い
ま
す
。

　
　

そ
の
後
は
、
左
記
の
表
の
と
お

　

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

６５歳以上の公的年金受給者で、
個人住民税を納税されている方へ   税務課からの

　お知らせです

◆
休
日
収
納
・
納
税
相
談
開
設
日

　

（
原
則
第
3
土
曜
日
）

◇
時
間　

10
時
～
16
時

9
月
19
日（
土
）・
10
月
17
日（
土
）・

11
月
21
日（
土
）

※
夜
間
収
納
窓
口
及
び
休
日
納
税

　

場
所
は
市
役
所
収
納
課
で
す
。

※
来
庁
さ
れ
る
場
合
は
、
西
側
の

　

出
入
口
を
ご
利
用
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

収
納
課

　
　

（
内
線
１
６
３
～
１
６
６
）

　今  月  の  納   税
税　　目 納期限

国民健康保険税　　　　第３期

 ９月３０日（水）
後期高齢者医療保険　　第３期

■お問い合わせ　収納課（内線１６３～１６６）

　

日
中
お
忙
し
い
方
な
ど
市
民
の

み
な
さ
ま
の
納
税
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
毎
月
夜
間
・
休

日
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
9
～
11
月
の
日
程
》

◆
夜
間
収
納
・
納
税
相
談
開
設
日

◇
時
間　

18
時
～
20
時
30
分

　

9
月
10
日（
木
）・
24
日（
木
）

　

10
月
13
日（
火
）・
21
日（
水
）・

　
　
　

22
日（
木
）

　

11
月
10
日（
火
）・
25
日（
水
）・

　
　
　

26
日（
木
）

夜間・休日に収納及び納税
相談の窓口を開設します！

・年度前半は、年税額の１／４ずつを７月と８月に納付書や口座振替でご自身で納めていただきます。
・年度後半の１０月、１2月、２月の年金受給月には、年税額の１／６ずつを特別徴収（年金から天引き）
します。	 	 	

◆特別徴収を開始する年度の徴収方法
普通徴収
（年税額の１/２を２回で納付）

特別徴収
（年税額の１/２を３回で納付）※年金受給月

７月 ８月 １０月 １２月 ２月
年税額の１/４ 　〃　１/４ 年税額の１/６ 　〃　１/６ 　〃　１/６

◆特別徴収２年目以降の徴収方法

・上半期（４・６・８月）の年金受給月には、前年度の下半期（１０・１２・２月）に特別徴収（天引き）
した額の１／３ずつを仮徴収（天引き）します。	 	

・下半期（１０・１２・２月）の年金受給月には、確定したその年度の年税額から、上半期に仮徴収
した額を差し引いた額の１／３ずつを本徴収します。		 	 	

特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）
４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

前年度の下半期に
徴収した額の１/３ 　〃１/３ 　〃１/３ 年税額から４・６・８月分の

仮徴収額を引いた額の１/３ 　〃１/３ 　〃１/３

※詳しくはお問い合わせ、または市ホームページをご覧

　ください。〈http://www.city.nirasaki.lg.jp〉

■お問い合わせ

　税務課市民税担当（内線１５３～１５５）
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◇
耐
震
改
修
工
事

　
　

耐
震
基
準
に
適
合
し
た
改
修

　

工
事
で
、
工
事
費
が
１
戸
当
た

　

り
30
万
円
以
上
の
も
の

■
減
額
期
間

■
減
額
の
範
囲

　
　

減
額
と
な
る
の
は
、
住
宅
用

　

家
屋
の
居
住
部
分
の
み
で
、
床

　

面
積
が
１
戸
あ
た
り
１
２
０
㎡

　

相
当
分
が
減
額
対
象
に
な
り
ま

　

す
。

■
申
請
時
期
・
提
出
書
類

　
　

地
方
公
共
団
体
や
建
築
士
な

　

ど
が
発
行
し
た
証
明
書
と
改
修

　

費
用
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添

　

付
し
、
改
修
後
３
ヶ
月
以
内
に

　

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
（
申
請
先
）

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

　
　
　

（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

工事完了期間 減額期間

平成 21年 12月 31日
まで

3年度分

平成 22年 1月 1日～
平成 24年 12月 31日

2年度分

平成 25年 1月 1日～
平成 27年 12月 31日

1年度分

　

韮
崎
市
は
、
東
海
地

震
の
地
震
防
災
対
策

強
化
地
域
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
先
ご
ろ
起

き
た
駿
河
湾
が
震
源

の
地
震
以
上
の
規
模

と
予
測
さ
れ
る
東
海

地
震
が
起
き
た
場
合

に
は
、
古
い
木
造
住
宅

は
倒
壊
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。

　

備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
住
宅
の
耐
震

診
断
を
受
け
、
必
要
と

診
断
さ
れ
た
場
合
に

は
耐
震
工
事
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
耐
震
化
へ
の
促
進
を

図
る
た
め
平
成
15
～
20
年
度
ま
で

２
６
０
件
の
耐
震
診
断
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

■
対
象
住
宅

◇
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　

工
し
た
木
造
在
来
工
法
の
住
宅

あなたの家は大丈夫？
木造住宅の無料耐震診断

※
プ
レ
ハ
ブ
工
法
・
２
×
４
工
法

　

な
ど
は
除
き
ま
す
。

◇
２
階
建
て
以
下
で
、
延
床
面
積

　

３
０
０
㎡
以
下
の
住
宅

◇
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の

　

個
人
所
有
の
住
宅

※
併
用
は
過
半
が
住
宅
の
も
の

■
募
集
数　

30
件
（
先
着
順
）

■
受
付
期
間

　

12
月
25
日（
金
）
ま
で

※
募
集
数
に
な
り
次
第
終
了

■
費
用　

無
料

■
診
断
者

　

市
が
委
託
し
た
診
断
者

■
診
断
（
調
査
）
内
容

　
　

診
断
者
が
実
際
に
住
宅
の
調

　

査
を
行
い
、
外
観
な
ど
の
目
視

　

調
査
・
聞
き
取
り
調
査
な
ど
２

　

時
間
程
度
の
調
査
に
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　
　

耐
震
診
断
を
行
っ
た
方
で
、

　

評
点
が
0.7
未
満
の
方
が
、
1.0
以

　

上
と
な
る
耐
震
工
事
を
行
っ
た

　

場
合
、
補
助
金
・
税
控
除
な
ど

　

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
建
築
営
繕
担
当

　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
４
４
）

■
減
額
期
間

①
一
般
の
住
宅
…
新
築
後
５
年
間

　
　
　
　
　
　

（
②
以
外
の
住
宅
）

②
中
高
層
耐
火
住
宅
…

　
　
　
　
　
　
　

新
築
後
７
年
間

■
申
請
時
期
・
提
出
書
類

　
　

新
築
し
た
翌
年
の
１
月
31
日

　

ま
で
に

①
申
告
書

②
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
通
知
書

　

ま
た
は
そ
の
写
し

住
宅
耐
震
改
修
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

減
額
措
置

　

既
存
住
宅

の
耐
震
改
修

を
行
い
、
次

の
要
件
を
満

た
す
場
合
に

は
、
改
修
後

一
定
期
間
の
固
定
資
産
税
額
が
１

／
２
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
減
額
対
象
と
な
る
要
件

◇
対
象
家
屋

　
　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か

　

ら
存
し
て
い
た
住
宅
で
店
舗
併

　

用
住
宅
な
ど
は
住
宅
部
分
が
全

　

体
面
積
の
１
／
２
以
上
で
あ
る

　

も
の

固
定
資
産
税
（
家
屋
）

の

が

　

創
設
さ
れ
ま
し
た

新長期優
良
住
宅
に
係
る

　
　
　
　
　
　

減
額
措
置

　

平
成
20
年
度
の
地
方
税
法
の
改

正
に
よ
り
、「
長
期
優
良
住
宅
の

普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に

規
定
す
る
長
期
優
良
住
宅
を
新
築

し
た
場
合
、
当
該
家
屋
に
係
る
固

定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
る
措
置
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
減
額
対
象
と
な
る
要
件

　
　

法
律
施
行
の
日
（
平
成
21
年

　

６
月
４
日
）
か
ら
平
成
22
年
３

　

月
31
日
ま
で
の
間
に
新
築
さ
れ

　

た
住
宅
で
、
居
住
部
分
の
床
面

　

積
が
５
０
㎡
以
上
（
一
戸
建
て

　

以
外
の
賃
貸
住
宅
に
あ
っ
て
は

　

４
０
㎡
以
上
）
２
８
０
㎡
以
下

※
店
舗
併
用
住
宅
な
ど
は
住
宅
部

　

分
が
全
体
面
積
の
１
／
２
以
上

　

で
あ
る
も
の

■
減
額
範
囲

　
　

住
宅
の
１
２
０
㎡
分
を
限
度

　

に
そ
の
面
積
に
係
る
税
額
の
１

　

／
２
を
減
額
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※各制度・補助金について詳し
　くはお問い合わせください。

　この事業は、下水道計画区域外に、５０人

槽以下の合併処理浄化槽を設置される方を対

象に工事費の一部を補助するものです。

◇補助の金額
　下表の金額と浄化槽の設置費用の４割のい

ずれか低い方の額

※下水道計画区域外の地区は、この補助の対

　象となりますので、水質保全のために合併

　処理浄化槽の普及にご協力ください。

　

《
ご
利
用
く
だ
さ
い
》

◆
排
水
設
備
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん

①
融
資
あ
っ
せ
ん
額

　

排
水
設
備
工
事
資
金
１
０
０
万
円

　

以
内

②
利
子
補
給

　

市
が
３
％
以
内
の
利
子
補
給

③
償
還
方
法

　

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内

　

毎
月
元
金
均
等
償
還

④
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件

　

処
理
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る
こ

　

と
。

　

市
税
及
び
受
益
者
負
担
金
を
滞
納

　

し
て
い
な
い
こ
と
。

◆
下
水
道
排
水
設
備
費
補
助
金

①
下
水
道
処
理
区
域
内
に
お
い
て
平

　

成
13
年
４
月
以
降
に
合
併
処
理
浄

　

化
槽
を
設
置
さ
れ
た
方
で
、
排
水
設

　

備
工
事
を
行
う
方

②
補
助
金
の
額
（
左
表
の
と
お
り
）

　「下水道の日」の行事の一環として、毎年、下水道ま
つりを行っています。今年は、釜無川浄化センターを
会場として「第２４回下水道まつり」を行います。ど
なたでも楽しみながら下水道のことが学べるように、
たくさんの催し物を用意しましたので、
ぜひご来場ください。

日時：９月５日（土）
　　　１０時～１４時（雨天決行）
場所：釜無川浄化センター
　　　増穂町長沢１７９０番地（駐車場あり）
催し物：下水道施設見学・水質実験・ロードトレイン・
　　　　大道芸などのイベント
主催：山梨県・（財）山梨県下水道公社
         釜無川流域下水道推進協議会

《下水道まつりに行ってみよう》
－ 9 月１０日は下水道の日 －

接続時期 補助金額
処理区域公示から
１年以内 ８万円

処理区域公示から
２年以内 ５万円

処理区域公示から
３年以内 ３万円

下
水
道
事
業
に
ご
協
力
を
！

合併処理浄化槽設置促進事業
について

　下水道マスコット：スイスイくん

人槽区分 補助限度額
５人槽まで ３３２，０００円
６人槽～７人槽 ４１４，０００円
８人槽～５０人槽 ５４８，０００円

　

市
で
は
、
み
な
さ
ま
が
健
康
で
快
適
な
暮

ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
下
水
道

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
（
処

理
区
域
）
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
生
活
環
境

の
向
上
、
河
川
等
の
水
質
保
全
の
た
め
に
も
、

下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

宅
内
排
水
設
備
接
続
の
方
法

　

下
水
道
に
接
続
す
る
宅
内
工
事
に
つ
い
て

は
、市
が
指
定
し
た
「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
は

市
に
提
出
す
る
必
要
書
類
の
作
成
、
届
出
な

ど
の
手
続
き
を
み
な
さ
ん
に
代
わ
っ
て
行
い

ま
す
。
下
水
道
担
当
の
窓
口
に
名
簿
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

　
　

（
内
線
６
１
３
・
６
１
４
）

環境にやさしい生活を
　下水道に接続
　　しましょう！
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写真上：韮崎・フェアフィールド交
　　　　流協会との交歓会では全員
　　　　が浴衣姿になって、流しそ
　　　　うめんや花火を楽しみまし
　　　　た。ホストファミリーや韮
　　　　高生も参加して手作りの料
　　　　理が並び、思い出に残る会
　　　　になりました。

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ェ
ア
フ

ィ
ー
ル
ド
市
の
高
校
生
６
名
と
引
率
者
１
名

が
、
７
月
7
日
～
27
日
の
３
週
間
、
韮
崎
市

内
の
一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
生
活
様
式
や
伝
統
・
文
化
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
と
触
れ
あ
い
、

楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
よ
う
で

す
。
暖
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
訪
問
先
の

中
学
校
・
高
等
学
校
や
そ
の
他
関
わ
っ
て
く

れ
た
市
民
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
て
、
無
事

帰
国
し
ま
し
た
。

Thank you 
   for wonderful time!

　　                        　 “アンソニー”“クリスティン”　　　“リズベス”　“ナンシー”
“アリエル”　“ショーン”　          　　　　　　　　“アマンダ”　

写真右：7月 18 日（土）ＶＦ甲府の
　　　　韮崎市のサンクスデーにフ
　　　　ェアプレイフラッグとして
　　　　交換留学生たちも参加、堂々
　　　　とした行進を行い会場から
　　　　も暖かい拍手が・・・
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姉妹都市派遣事業

フェアフィールド市へ行こう！ ◇
食
べ
物
は
お
寿
司
や
ラ
ー
メ
ン
、
餃
子

な
ど
日
本
食
も
良
く
食
べ
ま
し
た
。
礼

儀
正
し
い
お
し
と
や
か
な
女
の
子
で
家

族
と
も
打
ち
解
け
生
活
で
き
た
の
は
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◇
我
が
家
の
暮
ら
し
に
新
風
が
吹
き
、
良

い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
外
国
や
英
語
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

◇
英
語
が
好
き
な
２
人
の
子
ど
も
と
趣
味

が
合
っ
て
、
最
後
の
夜
は
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
し
て
ピ
ア
ノ
を
弾
き
あ
い
お
互
い

に
１
曲
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
日
々
で
し
た
。

　
　
　

「ホストファミリーってこんな感じ」　

　　　　　　 受入家庭の声 を紹介します

　市では、市内在住の中学・高校生を対象に、
姉妹都市フェアフィールド市へのホームステ
イによる国際交流派遣事業を実施します。

■期間《２２日間：予定、変更の場合あり》
　　　平成２１年１２月	１９日（土）〜
　　　　　　　　　平成２２年１月９日（土）

■募集人員《予定》中・高校生　６名

■募集期間　９月３日（木）〜９月１８日（金）

■参加者負担金　１５万円程度（昨年実績）

■お申し込み・お問い合わせ
　　　　　　国際交流実行委員会
　　　　　　企画財政課企画推進担当
　　　　　　（内線３５５・３５６）　
　※ＨＰでも募集要項がご覧になれます

参 加 者 募 集

◇
や
は
り
言
葉
が
不
自
由
で
、
習
慣
の

相
違
や
顔
の
表
情
か
ら
も
読
み
取
れ
な

か
っ
た
り
・
・
多
少
の
困
難
は
あ
り
ま

し
た
が
、
家
族
の
一
員
と
し
て
と
け
込

も
う
と
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
、
お
互
い

が
歩
み
寄
っ
て
“
大
変
良
か
っ
た
”
と

い
う
感
想
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
　
　

ー
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
一
部
抜
粋
ー

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
期
間
中
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
み
な
さ
ん
も
留
学
生
と
過
ご
す

時
間
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

次
は
あ
な
た
の
家
庭
で
も
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？


